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2007秋田わか杉国体まで

あと181日

キッズ・クッキング講座(３月15日、アルヴェ調理室で)

10 市長ほっとコラム「涙二例 希望の涙・誠心の涙」

４月８日は県議選・22日は市議選

16 育児コーナー １日５時間の短時間保育

12

ごみの分け方と出し方

市役所からお知らせ

河辺・雄和地域活動センター完成！

14

第11次秋田市総合計画スタート

太平山リゾートの施設利用案内

15

21

次回から発行日が変わります。
毎月第１・第３金曜日発行になります。

●次回は４月20日(金)発行です。
お間違いのないようお願いいたします。

新年度の予算と事業
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歳入

予算と事業
平成19年度項目 予算額

市　税

地方交付税

国庫支出金

市　債

諸収入

県支出金

地方消費税交付金

繰入金

使用料及び手数料

地方譲与税

分担金及び負担金

繰越金

地方特例交付金

自動車取得税交付金

財産収入

利子割交付金

その他

計

465億3,223万円

206億7,900万円

125億3,528万7千円

90億2,650万円

60億9,670万2千円

54億3,325万4千円

31億9,078万7千円

29億9,710万9千円

22億2,901万2千円

11億7,448万9千円

11億2,761万8千円

6億8,300万円

3億8,600万円

3億4,041万2千円

2億8,403万7千円

1億2,660万9千円

3億795万4千円1,131

億5,000万円

平
成
十
九
年
度
の
一
般
会
計
当
初
予
算
額
は
一
一
三
一
億
五
〇
〇
〇
万
円

で
、
昨
年
度
よ
り
も
六
億
八
六
〇
〇
万
円
、
率
に
し
て
〇
・
六
％
少
な
く
な

っ
て
い
ま
す
。
二
年
連
続
の
マ
イ
ナ
ス
予
算
と
な
り
ま
し
た
。

歳
入
と
し
て
市
に
入
っ
て
く
る
お
金
の
約
四
〇
％
は
、
市
民
税
、
固
定
資

産
税
な
ど
の
市
税
で
、定
率
減
税
の
廃
止
や
企
業
収
益
の
回
復
な
ど
に
よ
り
、

昨
年
に
比
べ
三
八
億
円
ほ
ど
の
増
加
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
地
方
交

付
税
は
、
地
方
財
政
計
画
の
歳
出
規
模
の
抑
制
に
よ
り
、
昨
年
に
比
べ
二
三

億
五
九
〇
〇
万
円
減
っ
て
い
ま
す
。

歳
出
と
し
て
大
き
な
割
合
を
占
め
る
の
は
福
祉
関
係
の
お
金
で
す
。
今
年

度
の
予
算
で
は
、
児
童
手
当
の
支
給
金
額
の
改
定
や
福
祉
医
療
費
の
増
加
な

ど
に
よ
り
、
民
生
費
が
昨
年
度
と
比
べ
約
一
億
九
〇
〇
〇
万
円
、
〇
・
六
％

増
え
て
い
ま
す
。

十
八
年
度
で
ポ
ー
ト
タ
ワ
ー
公
設
化
や
河
辺
・
雄
和
市
民
セ
ン
タ
ー
改

修
、
川
尻
地
区
コ
ミ
セ
ン
・
児
童
館
建
設
な
ど
が
終
わ
っ
た
た
め
、
投
資
的

経
費
が
、
昨
年
度
よ
り
約
二
三
億
六
千
万
円
、
十
九
・
七
％
減
っ
て
い
ま
す
。

家族や地域の絆を大切に

市
の
歳
入
を
補
っ
て
い
る
も
の
に
市
債
が

あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
市
の
借
金
で
す
か
ら
、

あ
ま
り
増
え
す
ぎ
る
と
財
政
運
営
に
赤
信
号

が
灯
り
ま
す
。
十
八
年
度
末
の
市
債
残
高

(

左
グ
ラ
フ)

は
約
一
五
二
八
億
円
。
市
で
は

市
債
の
発
行
額
を
抑
え
、
残
高
が
増
え
な
い

よ
う
に
財
政
計
画
を
立
て
て
い
ま
す
。

ま
た
、
市
に
は
「
基
金
」
と
呼
ば
れ
る
貯

金
も
あ
り
ま
す(

左
グ
ラ
フ)

。
財
政
調
整
基

金
や
減
債
基
金
、
庁
舎
建
設
基
金
、
ふ
れ
あ

い
福
祉
基
金
な
ど
十
四
種
類
あ
り
、
そ
の
総

額
は
平
成
十
八
年
度
末
で
約
二
三
七
億
円
。

歳
入
を
補
う
た
め
に
、
基
金
を
取
り
崩
す
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

市
債
の
発
行
額
を
抑
制



扶助費…生活保護費、福祉医療
費、児童扶養手当など
公債費…市の借金を返済するお金
物件費…消耗品費、光熱水費、
通信運搬費、委託料など
投資的経費…道路、学校建設な
ど、将来市民の財産となるもの
に支出されるお金
補助費等…補助金、報償金など
繰出金…国民健康保険事業や老
人保健医療事業など、ほかの会
計に支出するお金
その他…貸付金、公共施設の維
持補修費、積立金など

歳出を性質別に見ると…

会 計 別 平成19年度予算
土地区画整理会計
市 有 林 会 計
市 営 墓 地 会 計
中央卸売市場会計
農業集落排水会計
大森山動物園会計
廃 棄 物 発 電 会 計
国民健康保険事業会計
老人保健医療事業会計
母子寡婦福祉資金貸付事業会計
介護保険事業会計

19億1,613万5千円

1億5,919万1千円

3,768万1千円

６億5,310万6千円

14億5,168万4千円

5億5,216万1千円

１億4,928万2千円

306億7,809万9千円

315億5,583万2千円

6,701万7千円

181億4,453万4千円

歳出

特別会計予算
853億6,472万2千円

企業会計予算
414億5,609万4千円

103億8,898万2千円
118億959万5千円
192億5,751万7千円

会計別 平成19年度予算

病 院
水 道
下水道

1,131億5,000万円(当初)
一般会計予算

市の基金残高の推移
(各年度末現在。H18は見込額)

※■部分が
財政調整基金

項目 予算額

民生費

土木費
公債費

総務費
教育費
衛生費

商工費
消防費
農林水産業費

議会費
労働費
予備費

災害復旧費
諸支出金

計　

316億2,205万6千円
193億2,409万7千円
159億2,912万8千円

137億983万7千円
115億7,249万6千円
83億8,035万4千円

60億1,142万8千円
33億5,851万9千円
20億2,619万円

7億2,598万7千円
4億990万2千円

8,000万円
5千円
1千円

1,131億5,000万円
下水道管設置のためのモグラマシン

秋田市には、特定の事業の収入を
直接その支出にあてるため、一般会
計と区別して、下記の11の特別会
計があります。
また、３つの公営企業もあります。

４ページから
９ページまで、
事業の内容を紹介

市債現在高の推移(一般会計)
(各年度末現在。H18は見込額)

今
後
は
、
返
済
額
よ
り
市
債

の
発
行
額
を
少
な
く
し
て
、

現
在
高
を
減
ら
す
計
画
で
す

広報あきた ４月１日号03
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平成
19年度

徹
底
し
て
見
直
し
た
事
業
で
す

②
緑
あ
ふ
れ
る
環
境
を
備
え
た
快
適
な
ま
ち
づ
く
り

③
健
康
で
安
全
安
心
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

⑤
人
と
文
化
を
は
ぐ
く
む
誇
れ
る
ま
ち
づ
く
り

①
豊
か
で
活
力
に
満
ち
た
ま
ち
づ
く
り

④
家
族
と
地
域
が
支
え
あ
う
元
気
な
ま
ち
づ
く
り

第11次総合計画
５つの将来都市像
第11次総合計画
５つの将来都市像

第
11
次
総
合
計
画
ス
タ
ー
ト
！

平
成
19
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
第
11
次
秋
田
市
総
合

計
画
は
、「
産
業
経
済
の
振
興
」
と
「
家
族
・
地
域
の
絆き

ず
な

づ

く
り
」
を
大
き
な
テ
ー
マ
に
し
て
い
ま
す
。

確
か
な
産
業
基
盤
の
う
え
に
市
民
生
活
の
安
定
が
あ
る

こ
と
を
原
点
と
し
て
捉と

ら

え
、
工
業
部
門
の
強
化
を
牽け

ん

引い
ん

役

に
産
業
振
興
を
は
か
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、

希
薄
に
な
り
つ
つ
あ
る
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
や
地
域
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
問
題
に
、
行
政
と
し
て
も
一
歩
踏
み

込
ん
で
い
る
の
が
、
今
回
の
計
画
の
特
徴
で
す
。

め
ざ
す
将
来
都
市
像
は
「
し
あ
わ
せ
実
感
緑
の
健
康
文

化
都
市
」。
19
年
度
の
事
業
は
、
新
総
合
計
画
の
柱
と
な
る

５
つ
の
分
野
別
将
来
都
市
像
に
沿
っ
て
編
成
し
ま
し
た
。



平成19年度予算

広報あきた ４月１日号05

●
企
業
誘
致
、
市
内
企
業
の
事
業
拡
大

を
推
進
…
工
場
な
ど
の
新
・
増
設
に

対
す
る
助
成
や
、
工
業
団
地
の
用
地

取
得
資
金
と
設
備
投
資
資
金
の
融
資

あ
っ
せ
ん
を
行
い
ま
す

予
算
▼
６
億
１
７
６
０
万
円

●
小
区
画
の
産
業
用
地
を
分
譲
・
貸
付

…
新
た
な
事
業
展
開
を
め
ざ
す
企
業

や
新
規
創
業
者
の
た
め
に
、
御
所
野

に
あ
る
新
都
市
産
業
区
用
地
を
小
区

画
化
し
て
、
分
譲
・
貸
付
し
ま
す

予
算
▼
１
億
８
０
０
万
円

●
魅
力
あ
る
商
店
街
づ
く
り
を
支
援
…

商
店
街
が
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
作
っ
た

り
更
新
し
た
り
す
る
費
用
や
、
空
き

店
舗
を
活
用
し
た
事
業
、
街
路
灯
や

ア
ー
ケ
ー
ド
な
ど
の
整
備
に
補
助
す

る
な
ど
、
商
店
街
の
意
欲
あ
る
取
り

組
み
を
支
援
し
ま
す
　

予
算
▼
３
０
３
３
万
円

●
就
職
支
援
…
高
校
生
や
一
般
求
職
者

を
対
象
に
、
就
職
支
援
講
座
を
開
催

し
ま
す
。
ま
た
、
若
年
無
業
者
対
策

と
し
て
、
臨
床
心
理
士
の
講
演
会
や

相
談
会
な
ど
を
開
催
し
ま
す

予
算
▼
７
５
９
万
円

●
中
小
企
業
を
サ
ポ
ー
ト
…
中
小
企
業

に
、
長
期
・
低
金
利
の
融
資
を
あ
っ

せ
ん
し
ま
す

予
算
▼
４
１
億
６
６
７
３
万
円

●
農
業
、
畜
産
、
水
産
を
支
援
…
消
費

者
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
生
産
を
推
進

す
る
ほ
か
、
経
営
の
安
定
化
な
ど
の

た
め
の
助
成
・
取
組
を
行
い
ま
す

予
算
▼
４
７
３
２
万
円

●
仁
井
田
に
ス
ー
パ
ー
農
園
…
旧
農
業

試
験
場
跡
地
に
、
駐
車
場
な
ど
を
備

え
た
市
民
農
園
を
作
り
ま
す
。
平
成

21
年
の
オ
ー
プ
ン
を
め
ざ
し
ま
す

予
算
▼
７
４
５
０
万
円

●
中
心
市
街
地
の
に
ぎ
わ
い
づ
く
り
…

ま
ち
づ
く
り
３
法
の
改
正
を
受
け

て
、
新
し
い
中
心
市
街
地
活
性
化
基

本
計
画
を
策
定
す
る
ほ
か
、
中
通
一

丁
目
地
区
の
再
開
発
事
業
を
支
援
し

ま
す

予
算
▼
６
４
８
０
万
円

●
セ
リ
オ
ン
…
運
営
を
指
定
管
理
者
の

秋
田
県
貿
易
(株)
に
委
託
し
ま
す
。
ま

た
、
具
体
的
な
利
活
用
プ
ラ
ン
を
策

定
し
ま
す
　
予
算
▼
６
６
３
５
万
円

豊
か
で
活
力
に

満
ち
た
ま
ち
づ
く
り

がんばる地元企業を応援！(川尻町の千代田興業株式会社で)

１

工業製品の超先端技術分野における生産拠点の国内回帰を
機に、すぐれた人材と技術に支えられた〝ものづくり〝産業
を基盤に地域経済力を強化します。４月から商工部内に企業
支援や企業誘致を担当する専門職員を配置し、地域経済活性
化への取り組みをより機動力のあるものにします。

日本海対岸諸国と貿易…市場開拓
のため、中国、ロシア、韓国から
バイヤーを呼んで、市内企業との
商談会を開催するなど、経済交流
を進めます　　 予算 234万円

ロ
シ
ア
の
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
市

▼
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●
自
然
環
境
を
守
る
…
自
然
環
境
保
全

の
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
調
査
や
市
民

活
動
を
支
援
し
ま
す
。
ま
た
、
不
法

投
棄
を
防
ぐ
た
め
、
監
視
パ
ト
ロ
ー

ル
を
行
っ
た
り
、
監
視
カ
メ
ラ
を
設

置
し
た
り
し
ま
す

予
算
▼
１
２
７
８
万
円

●
環
境
貯
金
を
市
民
還
元
…
生
ご
み
減

量
を
研
究
す
る
グ
ル
ー
プ
を
支
援
し

た
り
、
エ
コ
ク
ッ
キ
ン
グ
、
生
ご
み

処
理
学
習
会
を
開
催
し
た
り
し
ま
す

予
算
▼
３
０
０
万
円

●
道
路
整
備
…
土
崎
駅
前
線
や
明
田
外

旭
川
線
、
割
山
南
浜
線
な
ど
の
道
路

工
事
の
ほ
か
、
猿
田
川
端
橋
の
架
け

替
え
、
学
校
・
病
院
な
ど
の
周
辺
歩

道
の
改
善
、
大
学
病
院
入
口
な
ど
の

渋
滞
交
差
点
の
改
良
を
行
い
ま
す

予
算
▼
３
９
億
４
８
４
７
万
円

●
新
屋
に
新
し
い
市
営
住
宅
…
老
朽
化

し
た
市
営
住
宅
５
団
地
を
統
合
し
、

新
屋
比
内
町
に
260
戸
の
市
営
住
宅
を

建
て
ま
す
。
敷
地
内
に
は
社
会
福
祉

施
設
の
建
設
も
予
定
し
て
い
ま
す
。

完
成
は
平
成
22
年
の
予
定
で
す

予
算
▼
７
億
４
１
９
９
万
円

●
新
し
い
ご
み
焼
却
施
設
…
23
年
間
使

っ
て
い
る
総
合
環
境
セ
ン
タ
ー
の
ご

み
焼
却
施
設
を
更
新
し
ま
す
。
完
成

は
平
成
24
年
の
予
定
で
す

予
算
▼
２
６
２
６
万
円

●
斎
場
の
改
築
…
老
朽
化
し
た
斎
場
を

改
築
し
ま
す
。
今
後
の
火
葬
需
要
に

対
応
で
き
る
よ
う
、
規
模
も
大
き
く

し
ま
す
。
完
成
は
平
成
23
年
の
予
定

予
算
▼
６
８
０
万
円

豊かな自然を守りたい…(雄和・高尾山から眺める田園風景)

環
境
貯
金
を
市
民
の
み
な
さ
ん
に
還
元
す
る
マ
イ

バ
ッ
グ
運
動
や
生
ご
み
減
量
運
動
な
ど
を
進
め
ま

す
。
ご
み
焼
却
施
設
の
更
新
や
手
狭
に
な
っ
て
き
た

斎
場
の
改
築
な
ど
、
老
朽
化
し
て
き
た
市
民
生
活
に

不
可
欠
な
施
設
の
整
備
に
も
着
手
し
ま
す
。

２ 緑あふれる環境を備えた
快適なまちづくり

昨年度は環境貯金でマイバッグを作りました

斎場は、昭和57年にできてから25年間、
ほとんど休まず働き続けています
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広報あきた ４月１日号07

●
雪
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
…
歩
道
と
車

道
の
区
分
が
な
い
幹
線
道
路
や
狭
い

交
差
点
の
早
期
除
雪
を
強
化
し
ま
す
。

ま
た
、
狭
い
道
路
に
対
応
す
る
除
雪

機
械
を
増
や
し
ま
す
。

関
連
予
算
▼
７
億
３
０
５
４
万
円

●
小
学
校
に
警
備
員
…
市
立
小
学
校
す

べ
て
に
警
備
員
を
配
置
し
、
子
ど
も

た
ち
の
安
全
を
守
り
ま
す
　

予
算
▼
４
２
３
３
万
円

●
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
…
高
齢
者

が
で
き
る
だ
け
介
護
が
必
要
な
状
態

に
な
ら
な
い
よ
う
、
住
民
に
密
着
し

て
健
康
づ
く
り
な
ど
を
支
援
す
る
施

設
で
す
。
４
月
か
ら
市
内
10
か
所
で

ス
タ
ー
ト
　予

算
▼
２
億
１
２
０
０
万
円

●
40
歳
か
ら
の
健
康
相
談
…
メ
タ
ボ
リ

ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム(

※)

の
予
防
や
介

護
予
防
な
ど
の
た
め
、
健
康
相
談
や

運
動
指
導
な
ど
を
行
い
ま
す

予
算
▼
５
３
９
万
円

●
救
急
体
制
を
充
実
…
高
度
な
医
療
機

器
な
ど
を
搭
載
し
た
高
規
格
救
急
車

を
購
入
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
救
急
救

命
士
１
人
、
救
急
隊
員
５
人
を
養
成

し
ま
す
　
　
予
算
▼
４
１
２
１
万
円

ずっと笑顔で元気に暮らそう！(いきいきサロンで)

３健
康
で
安
全
安
心
に

暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

いきいきサロン
い
き
い
き
サ
ロ
ン
は
、
お
お
む

ね
60
歳
以
上
の
か
た
を
対
象
に
開

催
し
て
い
る
講
座
で
す
。

ヨ
ガ
や
体
操
で
体
を
動
か
し
た

り
、
薬
や
防
災
に
つ
い
て
学
ん
だ

り
…
。
み
な
さ
ん
に
さ
ま
ざ
ま
な

出
会
い
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

毎
月
、「
八
橋
老
人
い
こ
い
の

家
」「
飯
島
老
人
い
こ
い
の
家
」

「
大
森
山
老
人
と
子
ど
も
の
家
」

「
秋
田
市
雄
和
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
」

で
開
催
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

秋
田
市
社
会
福
祉
協
議
会

tel(

８
６
２)

７
４
４
５

風
呂
敷
の
活
用
術

４
月
11
日
(水)

午
前
10
時
〜
正
午
、
雄
和
ふ
れ
あ

い
プ
ラ
ザ
で
。
無
料
。
直
接
会
場

へ
。tel(

８
８
６)

５
０
７
１

八
橋
の
歴
史
探
訪

４
月
18
日
(水)

午
前
10
時
〜
正
午
。
無
料
。
先
着

20
人
。
申
し
込
み
は
、
４
月
３
日

(火)
午
前
９
時
か
ら
、
八
橋
老
人
い

こ
い
の
家tel(

８
６
２)

６
０
２
５

60歳以上を対象に開催！４
月
の
い
き
い
き
サ
ロ
ン

八橋老人いこいの家でADL体操

雪に強いまちづくり、防犯・交通安全体制、保健・
医療体制、消防・救急体制、介護保険など、健康で、
しかも安全安心に暮らせるサービスを充実させます。

※
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
…
内

臓
に
脂
肪
が
蓄
積
し
た
肥
満
が
原
因

で
、
さ
ま
ざ
ま
な
病
気
が
引
き
起
こ

さ
れ
や
す
く
な
っ
た
状
態
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●
家
庭
・
地
域
の
絆
づ
く
り
の
推
進
…

「
家
族
・
地
域
の
絆
」
に
つ
い
て
、

広
く
市
民
の
意
識
啓
発
を
は
か
る
た

め
、「
家
族
・
地
域
の
絆
づ
く
り
フ

ォ
ー
ラ
ム
」
を
開
催
し
ま
す
。
ま
た
、

「
家
族
・
地
域
の
絆
づ
く
り
」
に
つ

い
て
の
意
識
を
浸
透
さ
せ
て
い
く
た

め
、
基
本
的
な
考
え
方
を
構
築
し
、

市
役
所
全
体
の
い
ろ
い
ろ
な
事
業
の

中
で
相
乗
効
果
を
発
揮
で
き
る
よ
う

に
取
り
組
み
ま
す予

算
▼
１
８
０
万
円

●(

仮
称)

西
部
地
域
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
を
着
工
…
市
民
協
働
、
都
市

内
地
域
分
権
の
拠
点
と
な
る
、
支
所
、

公
民
館
、
コ
ミ
セ
ン
、
子
育
て
、
地

域
防
災
機
能
な
ど
を
備
え
た
施
設
で

す
。
平
成
21
年
４
月
に
完
成
予
定
で

す
　
　
　
　
予
算
▼
９
９
２
０
万
円

●(

仮
称)

北
部
地
域
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
の
建
設
整
備
計
画
を
策
定
…

西
部
地
域
に
続
き
、
北
部
地
域
に
整

備
し
ま
す
。
21
年
度
の
着
工
を
め
ざ

し
、
地
域
と
の
話
し
合
い
を
重
ね
な

が
ら
、
建
設
基
本
計
画
を
つ
く
り
ま

す
　
　
　
　
　
予
算
▼
８
２
０
万
円

●
旭
南
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

の
建
設
準
備
…
健
全
な
自
治
活
動
の

振
興
を
は
か
る
た
め
、
建
設
を
予
定

し
て
い
る
旭
南
地
区
コ
ミ
セ
ン
の
調

査
設
計
を
行
い
ま
す
。
建
設
に
あ
た

っ
て
は
、
旭
南
児
童
館
と
の
複
合
建

設
と
し
ま
す

予
算
▼
５
１
３
万
円

●
公
立
保
育
所
の
一
時
保
育
が
リ
フ
レ

ッ
シ
ュ
な
ど
に
も
対
応
…
パ
ー
ト
勤

務
な
ど
で
利
用
で
き
る
１
日
５
時
間

ま
で
の
短
時
間
保
育(

18
ペ
ー
ジ
参

照)

、
緊
急
対
応
の
一
時
保
育
の
ほ

か
に
、
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
や
就
労
で
利

用
で
き
る
一
時
保
育
が
加
わ
り
ま
し

た
　
　
　
　
予
算
▼
１
５
９
７
万
円

４ 家族と地域が支えあう
元気なまちづくり

第
11
次
秋
田
市
総
合
計
画
で
新
た
に
力
を
入
れ
て

い
く
分
野
の
ひ
と
つ
で
す
。

い
じ
め
や
虐
待
、
家
族
間
で
の
痛
ま
し
い
事
件
な

ど
が
大
き
な
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
る
な
か
、
家
族

や
地
域
住
民
同
士
の
つ
な
が
り
の
あ
り
方
を
見
つ
め

直
し
、
思
い
や
り
や
ふ
れ
あ
い
の
あ
る
ま
ち
の
実
現

に
向
け
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

(仮称)西部地域市民サービスセンター
完成予想イメージ
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５

昨年は６競技のリハーサル大会が行われました

人
と
文
化
を
は
ぐ
く
む

誇
れ
る
ま
ち
づ
く
り

今
年
は
何
と
言
っ
て
も
「
秋
田
わ
か
杉
国
体
」
の

開
催
で
す
。
秋
田
の
ま
ご
こ
ろ
が
、
再
び
全
国
の
人

た
ち
の
心
に
通
じ
る
よ
う
に
、
９
月
29
日
の
開
幕
に

向
け
て
準
備
を
進
め
ま
す
。
ス
ギ
ッ
チ
も
が
ん
ば
る

の
で
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
！

●
第
62
回
国
民
体
育
大
会
の
開
催
…
秋

田
わ
か
杉
国
体
で
は
、
市
内
で
11
競

技
を
、
秋
田
わ
か
杉
大
会(

全
国
障
害

者
ス
ポ
ー
ツ
大
会)

で
は
、
同
じ
く
５

競
技
を
開
催
し
ま
す

▼
予
算
９
億
１
７
５
８
万
円

●
高
清
水
の
史
跡
秋
田
城
跡
の
保
存
と

復
元
…
市
民
の
学
習
の
場
や
地
域
資

源
と
し
て
活
用
す
る
た
め
に
保
存
・

整
備
を
進
め
、
政
庁
域(

築
地
塀)

や

古
代
水
洗
厠
舎
を
復
元
し
ま
す

予
算
▼
１
億
２
０
５
６
万
円

●
姉
妹
都
市
交
流
を
促
進
…
提
携
25
周

年
に
あ
た
る
中
国
・
蘭
州
市
の
代
表

団
を
招
待
す
る
ほ
か
、
ロ
シ
ア
・
ウ
ラ

ジ
オ
ス
ト
ク
市
や
ア
メ
リ
カ
・
キ
ナ
イ

半
島
郡
な
ど
、
友
好
姉
妹
都
市
等
と

の
交
流
を
進
め
ま
す

予
算
▼
３
８

２
万
円

●
不
登
校
児
童
生
徒
へ
の
対
応
…
適
応

指
導
セ
ン
タ
ー「
す
く
う
る
・
み
ら
い
」

を
中
心
に
、
不
登
校
児
童
生
徒
に
対

し
、
集
団
適
応
指
導
を
行
う
ほ
か
、

不
登
校
児
童
生
徒
、
そ
の
保
護
者
、

教
職
員
を
対
象
に
臨
床
心
理
士
に
よ

る
相
談
を
行
い
ま
す

予
算
▼
９
０
１
万
円

●
校
舎
の
耐
震
補
強
…
地
震
発
生
時
に

お
け
る
児
童
生
徒
の
安
全
を
確
保
す

る
た
め
耐
震
診
断
を
行
い
、
必
要
に

応
じ
、
年
次
計
画
で
耐
震
補
強
を
行

い
ま
す
　
　
予
算
▼
２
４
９
１
万
円

●
小
中
学
校
の
増
改
築
・
改
造
…
快
適

な
教
育
環
境
を
整
備
す
る
た
め
、
秋

田
北
中
の
増
改
築
、
広
面
小
、
秋
田

東
中
の
大
規
模
改
造
を
行
い
ま
す

予
算
▼
９
億
９
８
１
０
万
円

学校や地域に誇りを持って
(３月15日、仁井田小学校の卒業式)

９９月月22
99日日、、

いいよよいい
よよ

本本番番でで
すす
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年
度
が
改
ま
る
四
月
は
、
新
入
学
、
就

職
、
昇
進
な
ど
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
、

お
め
で
た
い
か
た
が
多
い
と
さ
れ
る
月
で

す
。
そ
こ
で
今
回
は
、
涙
は
涙
で
も
、
お

め
で
た
く
、
ま
た
何
と
も
感
動
的
な
涙
の

話
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

そ
の
一
　
あ
る
高
等
学
校
の
卒
業
式
で
の

風
景
で
す
。

卒
業
式
会
場
へ
の
入
場
の
際
に
は
、
卒

業
生
は
お
し
な
べ
て
神
妙
な
面
持
ち
の
中

に
も
無
事
卒
業
で
き
る
喜
び
を
か
み
し
め

て
い
る
思
い
の
晴
れ
や
か
な
表
情
で
し
た
。

卒
業
証
書
授
与
に
始
ま
っ
た
一
連
の
式

典
が
進
み
、
い
よ
い
よ
卒
業
生
答
辞
の
段

に
な
る
と
、
会
場
の
あ
ち
こ
ち
か
ら
、
ま

ず
女
子
生
徒
の
す
す
り
泣
き
が
聞
こ
え
て

き
ま
し
た
。
そ
う
し
て
い
る
う
ち
に
男
子

生
徒
の
目
頭
も
潤
み
始
め
ま
し
た
。

私
の
席
の
近
く
に
位
置
し
て
い
た
、
高

校
ス
ポ
ー
ツ
界
で
は
第
一
線
級
の
選
手
で

あ
る
男
子
生
徒
は
、
い
よ
い
よ
伝
統
あ
る

素
晴
ら
し
い
校
歌
斉
唱
の
段
に
な
る
と
大

粒
の
涙
で
頬ほ

お

を
濡
ら
し
始
め
ま
し
た
。

体
は
大
き
く
と
も
見
る
か
ら
に
純
情
そ

う
な
彼
は
、
第
一
線
に
立
つ
た
め
に
こ
の

三
年
間
、
汗
と
涙
の
猛
練
習
に
耐
え
て
き

た
こ
と
で
し
ょ
う
し
、
試
合
で
の
悲
喜
こ

も
ご
も
の
思
い
出
が
校
歌
と
重
な
り
、
感

涙
に
つ
な
が
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

と
か
く
若
者
の
言
動
に
課
題
が
提
唱
さ

れ
る
世
で
す
が
、
卒
業
式
で
の
若
い
涙
は
、

こ
れ
か
ら
の
長
い
人
生
に
向
け
た
、
ま
さ

に
希
望
の
涙
と
い
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

そ
の
二
　
叙
勲
の
祝
賀
会
で
の
風
景
で
す
。

あ
る
業
界
の
発
展
と
、
そ
の
業
界
団
体
の

設
立
運
営
に
長
年
ご
苦
労
さ
れ
た
か
た
の
叙

勲
祝
賀
会
に
出
席
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

七
十
代
半
ば
の
、
そ
の
業
界
で
は
草
分
け

的
存
在
の
か
た
で
、
発
起
人
あ
い
さ
つ
か
ら

始
ま
り
、
式
典
の
結
び
と
し
て
、
い
よ
い
よ

ご
当
人
か
ら
の
謝
辞
の
番
に
な
り
ま
し
た
。

飾
る
こ
と
な
く
、
淡
々
と
し
た
口
調
で
御

礼
の
言
葉
を
続
け
て
い
る
う
ち
に
感
極
ま
り

目
が
潤
み
、
し
だ
い
に
涙
声
に
変
わ
り
ま
し

た
。
仕
事
柄
、
叙
勲
祝
賀
会
で
の
謝
辞
を
聞

か
せ
て
い
た
だ
く
機
会
は
多
い
の
で
す
が
、

こ
の
か
た
の
謝
辞
は
多
く
を
語
ら
ず
と
も
、

実
に
心
に
残
る
も
の
で
し
た
。

こ
の
か
た
の
仕
事
は
現
代
社
会
に
は
欠

か
せ
な
い
も
の
の
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

裏
方
に
属
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

こ
の
か
た
は
社
会
的
認
知
度
を
高
め
る
た

め
の
業
界
の
団
結
や
若
い
人
材
の
育
成
に

特
に
気
を
砕
い
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
飾
ら

ず
飄ひ

ょ
う

々ひ
ょ
う

と
し
た
か
た
で
、
ま
さ
に
人
柄
が

に
じ
み
出
る
誠
心
の
涙
で
し
た
。

と
か
く
官
高
民
低
と
い
わ
れ
る
叙
勲
シ

ス
テ
ム
の
な
か
で
、
こ
の
よ
う
な
か
た
こ

そ
も
っ
と
も
勲
章
に
ふ
さ
わ
し
い
か
た
で

は
な
い
か
と
も
思
っ
た
祝
賀
会
で
し
た
。

そ
れ
で
は
、
新
年
度
、
新
た
な
気
持
ち

で
天
候
不
順
に
負
け
る
こ
と
な
く
元
気
に

ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
ょ
う
。

市長●佐竹敬久

涙
二
例

希
望
の
涙
・
誠
心
の
涙

平和は心の力から生まれます
平和は心の絆から生まれます
譲り合う心が平和の礎です
認め合う心が平和の糧です

３月３日「平和の日」秋田の集いで

by 敬久

３月３日、秋田商業高校の卒業式
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(財)
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
か
ら
、

宝
く
じ
の
収
益
を
地
域
の
自
主
防

災
組
織
の
育
成
・
強
化
に
役
立
て

て
ほ
し
い
と
、
御
野
場
南
町
内
会

自
主
防
災
隊
に
30
万
円
の
助
成
が

あ
り
ま
し
た
。

御
野
場
南
町
内
会
自
主
防
災
隊

で
は
、
消
火
器
や
携
帯
用
拡
声
器
、

救
急
医
療
セ
ッ
ト
な
ど
を
配
備
。

地
域
防
災
能
力
の
向
上
に
大
き
く

役
立
っ
て
い
ま
す
。

宝
く
じ
か
ら
プ
レ
ゼ
ン
ト

地
域
の
防
災
に

河辺市民センター３階、雄和市民センター２階に、
市民のみなさんが、さまざまな地域活動の場として
利用できる「地域活動センター」がオープン！　多
目的ホール、会議室、作品・資料展示コーナー、住
民談話室があります。
利用申し込みは、
河辺市民センター総務班tel(882)5221
雄和市民センター総務班tel(886)5511

多目的ホールの観覧席は移動式で、
河辺、雄和とも98席

河辺・雄和
地域活動センター

エレベーターも設置
してあります

河辺、雄和ともに、充実した音響・照明設備を備えた
多目的ホールを整備しました(写真は雄和)

観覧席を壁に収納すれば広いフロアに
椅子には便利なテーブル付き

雄和の第１会議室
※河辺、雄和とも、大中小合わせて４つの会議室があります

河辺の第２会議室

３月16日の交付式で
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今
年
は
、
ク
マ
の
活
動
が
例
年
よ
り
早
く
、

す
で
に
目
撃
情
報
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

ク
マ
と
の
遭
遇
を
避
け
る
た
め
、
山
間
部

な
ど
、
野
外
で
活
動
す
る
と
き
は
、
次
の
点

に
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
強
い
臭
い
が
す
る
も
の(

携
帯
蚊
取
り
線

香
な
ど)

、
音
を
出
す
も
の(

鈴
や
笛
、
ラ
ジ

オ
な
ど)

を
身
に
つ
け
る

▼
必
ず
二
人
以
上
で
行
動
す
る

▼
エ
サ
と
な
る
残
飯
な
ど
を
捨
て
な
い

●
問
い
合
わ
せ

森
林
整
備
課

tel(

８
６
６)

２
１
１
７

国
民
年
金
に
は
、
学
生
期
間
中
の
保
険
料

を
卒
業
後
に
納
付
で
き
る
「
学
生
納
付
特
例

制
度
」
が
あ
り
ま
す
。
申
請
し
て
承
認
を
受

け
た
期
間
の
保
険
料
は
10
年
以
内
に
追
納
で

き
、
追
納
し
た
分
は
年
金
額
に
反
映
さ
れ
ま

す
。
ま
た
、
追
納
が
な
い
場
合
で
も
年
金
を

受
け
る
た
め
の
資
格
期
間
に
は
算
定
さ
れ
ま

す
。
毎
年
度
の
申
請
が
必
要
で
す
。

■
対
象
者

大
学
、
大
学
院
、
短
大
、
高
等

学
校
、
高
等
専
門
学
校
、
専
修
学
校
、
厚

生
労
働
省
令
で
定
め
る
各
種
学
校
に
１
年

以
上
在
学
す
る
学
生
・
生
徒
で
、
前
年
の

所
得
が
一
定
額
以
下
の
か
た

■
申
請
に
必
要
な
も
の

年
金
手
帳
、
在
学

証
明
書
ま
た
は
学
生
証

■
申
請
期
間

平
成
18
年
４
月
〜
19
年
３
月

分
…
４
月
27
日
(金)
ま
で
　
平
成
19
年
４
月

〜
20
年
３
月
分
…
４
月
２
日
(月)
か
ら
来
年

４
月
30
日
(水)
ま
で

■
申
請
窓
口

国
保
年
金
課
、
土
崎
・
新
屋

支
所
、
ア
ル
ヴ
ェ
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ

ー
、
河
辺
・
雄
和
市
民
セ
ン
タ
ー
、
岩
見

三
内
・
大
正
寺
連
絡
所

●
問
い
合
わ
せ
　
国
保
年
金
課

tel(

８
６
６)

２
０
９
７

平
成
19
年
度
に
市
民
の
み
な
さ
ん
が
自
主

的
に
行
う
文
化
活
動
に
対
し
て
助
成
し
ま

す
。
個
人
・
団
体
は
問
い
ま
せ
ん
。
申
請
の

締
め
切
り
は
５
月
１
日
(火)
で
す
。
申
請
書
類

は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
入
手
で
き
ま
す
。

http://w
w
w
.city.akita.akita.jp/city/ed/cl/

■
対
象

芸
術
・
学
術
に
関
す
る
公
演
や
講
演

会
、
秋
田
市
に
関
す
る
研
究
成
果
の
刊
行
な
ど

●
問
い
合
わ
せ

文
化
振
興
室

tel(

８
６
６)

２
２
４
６

芸
術
・
学
術
の
分
野
で
活
発
な
創
作
活
動

を
行
い
、
優
秀
な
作
品
を
発
表
す
る
な
ど
、

す
ぐ
れ
た
業
績
を
あ
げ
た
か
た
に
、
文
化
選

奨
を
お
贈
り
し
て
い
ま
す
。
推
薦
の
締
め
切

り
は
５
月
１
日
(火)
で
す
。
推
薦
書
類
は
、
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
入
手
で
き
ま
す
。

http://w
w
w
.city.akita.akita.jp/city/ed/cl/

■
対
象

秋
田
市
民
ま
た
は
秋
田
市
を
拠
点

と
し
て
活
動
し
て
い
る
個
人
・
団
体
が
、
平

成
18
年
４
月
か
ら
19
年
３
月
ま
で
に
創
作
、

発
表
、
刊
行
し
た
作
品

●
問
い
合
わ
せ

文
化
振
興
室

tel(

８
６
６)

２
２
４
６

「
ふ
れ
あ
い
福
祉
基
金
」
の
運
用
益
を
活
用
し

て
、
民
間
団
体
が
自
主
的
に
行
う
先
導
的
・
モ

デ
ル
的
な
保
健
福
祉
活
動
に
補
助
し
て
い
ま
す
。

補
助
金
額
に
は
上
限
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し

く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
対
象
と
な
る
活
動
　
在
宅
福
祉
の
普
及
・

向
上
を
目
的
と
す
る
活
動
　
健
康
や
生
き
が

い
づ
く
り
を
推
進
す
る
事
業
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
を
活
発
化
す
る
事
業
な
ど

●
申
し
込
み

４
月
27
日
(金)
ま
で
、
福
祉
総
務

課
地
域
福
祉
推
進
室tel(

８
６
６)

２
０
９
０

学
校
教
育
活
動
以
外
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動

MATION
●市　役　所　か　ら　の　お　知　ら　せ

INFOR-

民
間
団
体
な
ど
が
行
う

保
健
福
祉
活
動
に
助
成

５

文
化
選
奨
の
候
補
者
を

推
薦
し
て
く
だ
さ
い

４

人口 19.３.１現在

●人口／331,307人(－170)
●男／156,985人( －89)
●女／174,322人( －81)
２月分・出生 185人

・死亡 253人
・転入 520人
・転出 622人

（ ）内は前月比

●世帯／132,098世帯(－10)

秋
田
市
文
化
振
興
助
成
事
業

芸
術
・
学
術
な
ど
の
文

化
事
業
に
助
成
し
ま
す

３

新入学(園)期の交通安全運動 ４月５日(木)～11日(水) 通園・通学時間帯の交通事
故を防ぐため、交通ルールをきちんと守りましょう。車の運転は安全最優先で。

ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
に

ご
注
意
を
！

１

全
国
大
会
や
国
際
大
会
に

出
場
す
る
団
体
等
を
支
援

６

国
民
年
金
の

学
生
納
付
特
例
制
度

２

▲



で
、
秋
田
県
大
会
以
上
の
競
技
大
会
の
予
選

を
経
て
、
県
外
の
東
北
ま
た
は
全
国
規
模
の

大
会
へ
出
場
す
る
小
・
中
学
校
の
団
体
な
ど

へ
補
助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
国
際
大
会
に
出
場
す
る
選
手
に
は
、

激
励
金
を
贈
呈
し
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

tel(

８
６
６)

２
２
４
７

市
で
は
、
工
事
中
の
建
築
物
が
建
築
基
準

法
な
ど
に
適
合
し
て
い
る
か
を
検
査
す
る

「
建
築
物
の
中
間
検
査
制
度
」
を
今
年
６
月

に
導
入
す
る
予
定
で
す
。
こ
の
導
入
案
に
対

す
る
意
見
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

資
料
閲
覧
場
所

建
築
指
導
課
、
市
民
相
談

室
、
土
崎
・
新
屋
支
所
、
ア
ル
ヴ
ェ
市
民
サ

ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、
河
辺
・
雄
和
市
民
セ
ン

タ
ー
、
建
築
指
導
課
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.city.akita.akita.jp/city/ur/cs/

意
見
募
集
期
間

４
月
20
日
(金)
ま
で

意
見
提
出
方
法

ご
意
見
、
住
所
、
氏
名
、

電
話
番
号
を
書
い
て
、
郵
送
、
フ
ァ
ク
ス
、

Ｅ
メ
ー
ル
で
、
〒
０
１
０
‐
８
５
６
０
秋
田

市
役
所
建
築
指
導
課
へ
お
送
り
く
だ
さ
い
。

フ
ァ
ク
ス(

８
６
５)

６
９
５
７
　

Ｅ
メ
ー
ル

ro-urcs@
city.akita.akita.jp

●
問
い
合
わ
せ

建
築
指
導
課

tel(

８
６
６)

２
１
５
３

農作業の標準受委託料金

問
い
合
わ
せ

農業委員会事務局tel(866)2270

農業委員会では、平成19年
度の農作業を受託・委託する
際の「農作業標準受委託料金」
を下表のとおり決めました。
この料金は、通常の10㌃区

画のほ場条件をもとに算定し
たものです。あくまでも目安
ですので、料金設定の際は、
下表を参考に地域の実情に合
わせて決めてください。

労働時間は原則として１日８時間で、「まかない」
やその他の現物支給は含まれず、委託者の補助的な
作業出役もしないものとします。

●●平成19年度●●

※50㌃区画以上の料金は、標準料金の90㌫とします。

建
築
物
の
中
間
検
査
制
度

に
対
す
る
意
見
を
募
集
中

７

365万1千円
２月の家庭ごみなどの量は、基準年度

(平成14年度)と比べ237㌧減り、貯金額
は１月末から27万３千円増えました。
引っ越しシーズンです。まだ使えるも

のは知人に譲るなど、再利用(リユース)
を心がけてごみを減らしましょう。

２月末現在の
環境貯金は

２
月
は

少
し
貯
金
が

増
え
た
よ

河辺市民センター産業班tel(882)5161
雄和市民センター産業班tel(886)5550

「男女共生」を身近なこととして考えるきっ
かけづくりの場として、毎年、市民のみなさんと協働で
開催しています。
今年は、12月１日(土)に文化会館で開催予定。たくさん

の人が楽しみながら参加でき、男女共生について考えて
もらえるイベントになるよう、ご自身のアイデアをこの
フォーラムに活かしてみたいという実行委員を募集しま

実行委員
の役割

年２回の会議(１回につき報酬7,000円)、開催
までの企画検討や準備作業など(10回程度)、フ
ォーラム当日の運営

定員 10人程度(応募多数の場合は選考)

応
募
方
法

４月11日(水)まで、郵便番号、住所、氏名、生年月日、
電話番号を書いて、400字程度の作文(テーマは「私
が考える男女共生」)を添えて、郵送、ファクス、E
メールでお申し込みください。
〒010-8560 秋田市山王一丁目１－１
男女共生・次世代育成支援室 ファクス(866)2405
Eメール ro-plmw@city.akita.akita.jp

問い合わせ 男女共生・次世代育成支援室tel(866)2141

対象 18歳以上のかた(市の他の審議会の委員は除く)

広報あきた　４月１日号13
佐竹史料館の臨時休館…千秋公園にある佐竹史料館は、４月９日(月)～14日(土)
は臨時休館します。tel(832)7892
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秋田市で投票できるかた…昭和62年４月９日以前に生まれ、平成18年12月29日ま
でに秋田市に住民登録をして、引き続き３か月以上市内に住んでいるかた(３月20日以
降に市内で転居したかたは、転居前の住所の投票所で投票)

秋田市へ転入されたかた…平成18年12月30日以降に秋田県内の市町村から秋田市に転
入してきたかたは、前に住んでいた市町村で投票することになります。そのときは、
市町村の住民票担当窓口（秋田市役所以外でも可）から、引き続き秋田県内に住んでい
るという「証明書」をもらってください。発行は無料です。
＊投票用紙を送ってもらい、秋田市で不在者投票(４月７日まで)をすることもできます
ので、前に住んでいた市町村の選挙管理委員会にお問い合わせください。

河辺・雄和地域は午後７時まで

投票所入場券の裏
面に、期日前投票の
「宣誓書」を印刷して
います。あらかじめ
記入してお持ちいた
だけば、受け付けが
簡単に済みます。

市議会議員選挙は４月22日
期日前投票は４月16日(月)から

期日前投票ができるのは市内９か所。投票日に用
事があるかたは期日前投票をご利用ください。新た
にイオン秋田ショッピングセンター３階でも投票で
きるようになりました。

入場券裏面に書いて
くれば受付が簡単！

■市役所分館(４階)
■土崎支所
■新屋支所

午前８時30分 午後８時

■秋田駅西口２階ぽぽろーど

午前８時30分 午後７時

■岩見三内連絡所
■大正寺連絡所 午前８時30分 午後５時

期日前投票所 投票時間

投票時間 午前７時～午後８時

秋田市選挙管理委員会
事務局tel(866)2260

問い合わせ

４月８日(日)は県議会議員選挙

午前10時 午後８時
■イオン秋田ショッピングセンター

■河辺市民センター
■雄和市民センター

見 本

▲

▲
▲

▲

▲

▲

▲

県選挙管理委員会から指定されている病院や老人
ホームなどに入院または入所中の場合は、その指定
されている施設で不在者投票ができますので、各施
設の事務局にお話しください。

期日前投票

仕事の都合などで、他の市町村に滞在しているか
たは、秋田市選挙管理委員会に投票用紙を請求して、
滞在先の選挙管理委員会で不在者投票をすることが
できます。請求用紙・宣誓書は、各市町村の選挙管
理委員会にもありますので、それに必要事項を書い
て、秋田市選挙管理委員会に送ってください。
市選管のホームページからも入手できます。
http://www.city.akita.akita.jp/city/coel/

郵
便
な
ど
に
よ
る
不
在
者
投
票

仕
事
で
不
在
だ
っ
た
ら
？

入
院
中
は
？

県議会議員選挙 ３月31日(土)～４月７日(土)

身体障害者手帳または戦傷病者手帳をお持ちで、
一定の障害のあるかた、もしくは介護保険の「要介
護５」のかたが対象です。自宅などで投票用紙に記
載して、郵送で不在者投票ができます。あらかじめ
届け出が必要ですので、希望するかたは、お早めに
秋田市選挙管理委員会へご連絡ください。
また、郵送による不在者投票は自書が原則ですが、

要件により、代理人に書いてもらうこともできます。
詳しくは、秋田市選挙管理委員会へお問い合わせく
ださい。

こんなときは不在者投票

ネイガーも投票ＰＲに協力

市議会議員選挙 ４月16日(月)～４月21日(土)

お仕事やドライブの途中に
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市で収集しないごみ
●引っ越し、庭木の刈り込みなどで多量に発生するごみ。
商店、食堂、会社など事業所から出るごみ 許可業者
へ依頼するか、総合環境センターへ持ち込む(事前に
連絡が必要)tel(839)4816

●プロパンガスボンベ、農薬、廃油、バッテリーなど危
険なもの 専門業者に相談するか、買った店に引き取
りを依頼してください

●洗濯機、テレビ、エアコン、冷蔵庫、冷凍庫、パソコ
ン 法律により、買った店に引き取ってもらうことに
なっています。どこで買ったか分からないときは、ご
み減量推進課へお問い合わせくださいtel(866)2943

●事業活動に伴う産業廃棄物 許可業者へ依頼するか、
民間の処理場へ搬入してください

秋田市では、ごみを「家庭ごみ」「資源化物」「粗大ごみ」の３つに分け、
収集しています。きちんと分別して、ごみの減量にご協力ください。
各地区のごみ集積所や収集日は、町内会長か近所の人におたずねください。
収集日は環境業務課のホームページでもご覧いただくことができます
www.city.akita.akita.jp/city/ev/ct）。
ごみ集積所には収集日の朝６時から８時までに出してください。収集日前

日や収集後には、絶対に出さないでください。

ご
み
の
分
け
方
と
出
し
方

▲

▲

▲

▲

ご
み
は
指
定
ご
み
袋
で

分別徹底のため、ごみ袋を指定しています。
ごみを出すときは、上表の出し方のとおり、「家
庭ごみ用」と「資源化物用」を使い分けてくだ
さい。大きさは、20リットル、30リットル、45
リットル、70リットル、90リットルの５種類。
スーパー、コンビニなどで販売しています。

資源化物用(緑印刷)家庭ごみ用(赤印刷)

ごみ減量推進課tel(８６６)２９４３問い合わせ

（http://



んか。時間は午前10時10分から約
40分。直接各公園へどうぞ。雨天
中止。駐車場はありません。
４月17日(火)、川口街区公園
４月25日(水)、下夕野街区公園
★こんにちは赤ちゃんルーム 将
来のお父さん、お母さんなどが対
象です。４月24日(火)午前９時45
分～11時、川口保育所の０歳児室
で保育体験。申し込みは４月17日
(火)から川口保育所tel(832)4582
★読み聞かせの会 親子でいろん
な絵本を楽しもう。４月10日(火)午
前10時30分～11時、川口保育所で。
直接会場へどうぞ。川口保育所
tel(832)4582
★親子サロン 就園前の親子が対
象です。４月10日(火)午前９時45
分～11時、手形第一保育所で。申
し込みは４月４日(水)から、手形第
一保育所tel(834)0766

就園前のお子さんが対象です。
楽しい遊びや工作など。申し込み
は、南部公民館tel(832)2457
とき／４月18日(水)から来年３月ま
で月１回、午前10時～11時30分
ところ／南部公民館

東部地域に住む１歳から４歳ま
でのお子さんが対象。運動会、救
命法講習、バスの移動学習など。
とき／５月８日(火)から来年２月５
日(火)までの第１・第３火曜日、午
前10時～正午　ところ／東部公民
館　定員／親子40組(応募多数の場
合抽選) 保険料／実費
●申し込み　往復はがきに、住所、
保護者とお子さんの名前(ふりが
な)、性別、生年月日、電話番号を
書いて、４月16日(月)(必着)まで、
〒010-0041秋田市広面字釣瓶町
13-3東部公民館「トン東キッズ」
係tel(834)2206

西部地域に住む０歳から４歳ま
での就園前のお子さんが対象です。
子育てについての学習や、お母さ
ん同士の交流など。保険料実費。
とき／５月16日(水)から来年２月ま
での第３水曜日、午前10時～正午
ところ／西部公民館　定員／親子
40組(応募多数の場合抽選) ●申
し込み　往復はがきに住所、お母
さんの名前、お子さんの名前と性
別、電話番号、生年月日を書いて、
４月13日(金)(必着)まで、〒010-

1631秋田市新屋元町15-14 西部公
民館「子育てママのふれあい広場」
係tel(828)4217

１歳から４歳までのお子さんが
対象。移動学習、ミニ運動会、創
作活動など。申し込みは４月25日
(水)まで、雄和公民館tel(886)5585
とき／５月18日(金)から来年２月ま
で月１回、午前10時～正午　
ところ／雄和公民館

親子ビクス　参加費１世帯500円。
詳しくは、子育て応援Seedの加賀
谷さんtel090-2880-5841
ベビー(生後６週～１歳) ４月６
日(金)・13日(金)・27日(金)、午前11
時～、ユースパル(13日のみセリオ
ンプラザ)で
キッズ(１歳～就園前) ４月６日
(金)午前10時～、ユースパルで
ママビクス ４月13日(金)午前10
時～、セリオンプラザで。４月27
日(金)午前10時～、ユースパルで。
秋田のGENKIDS 2歳以上の親子が
対象。４月11日(水)午前10時～正
午、遊学舎で。参加費１世帯500
円。先着15組。申し込みは、４月
２日(月)から子育て応援Seedの小
玉さんtel090-1776-3558

このゆびとまれ！ 就園前の親子
が対象。４月17日(火)午前10時～
正午、明徳児童センターで。詳し
くは、明徳地区主任児童委員の奥
山さんtel(835)0674
ほっぺの会 就学前の親子が対象。
４月17日(火)午前10時～正午、仁井
田児童館で。詳しくは、仁井田地
区主任児童委員の田近さん

tel(839)5002
ぴよぴよ広場 外旭川地区に住む
０歳から４歳までの親子が対象。
時間は午前10時～11時30分。会場
は外旭川地区コミセン。保険料１
組320円(初回参加時)。直接会場へ。
詳しくは、外旭川地区婦人会会長
の高橋さんtel(823)6613
４月17日(火) 体育館で自由遊び
５月15日(火) 親子で遊ぼう
６月19日(火) 七夕まつり
７月17日(火) 身体計測、育児相談
８月21日(火) 救命講習
とんとんクラブ　３歳未満のご家
族が対象。４月18日(水)午前10時～
11時30分、下北手児童センターで。
詳しくは下北手地区主任児童委員
の川村さんtel(834)9427
すこやか広面　就学前の親子が対
象。４月23日(月)午前10時～11時
30分、広面児童館で。傷害保険料
１回１組50円。詳しくは、広面地
区主任児童委員の佐々木さん

tel(832)2172
保戸野っ子クラブ　保戸野地区に
住む就園前の親子が対象。４月24
日(火)午前10時～11時30分、保戸
野児童館で。詳しくは、保戸野地
区主任児童委員の渡辺さん

tel(824)2474
さくらんぼキッズ 西部地区に住
む就園前の親子が対象。毎週木曜
日、午前10時～正午、浜田地区コ
ミセンで。参加費１世帯300円(初
回のみ)。定員10組。詳しくは、さ
くらんぼキッズの佐々木さん

tel090-2604-6956
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あそびにおいで！

いずれも参加無料です。直接、
会場のアルヴェ子ども未来セン
ターへお越しください。

tel(887)5340

子
ど
も
未
来
セ
ン
タ
ー
に

遊
び
に
来
て
ね

就学前のお子さんと保護者が対象。
子育てボランティアによる絵本の
読み聞かせです。
４月10日(火)午前10時30分～11時

よちよち広場(０歳～１歳)
４月19日(木)午前10時～10時30分

ぴょんぴょん広場(２歳～３歳)
４月26日(木)午前10時～10時30分おはなし会

親子のふれあい広場

就園前のお子さんと保護者が対象。
「ひらひらちょうちょ」を作ります。
４月25日(水)午前10時30分～11時

かんたん工作“つくっチャオ”

牛島
うしじま

っ子
こ

わんぱくキッズ

トン東
とん

キッズ

子
こ

育
そだ

てママのふれあい広
ひろ

場
ば

アルヴェのキッズ・クッキング
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個人通知はしませんので、母子
健康手帳別冊をよく読んで受診し
ましょう。別冊をお持ちでないか
たは、保健予防課、市民課、土
崎・新屋支所、アルヴェ市民サー
ビスセンター、河辺・雄和市民セ
ンター、岩見三内・大正寺連絡所
へどうぞ。tel(883)1172
■４・７・10か月児健康診査
４・７・10か月になった日から

１か月以内のお子さんを対象に、
母子健康手帳別冊に記載されてい
る市内の委託医療機関で行ってい
ます。なお、委託医療機関に、下
記の医療機関が加わりました。
●さくら小児科医院(桜一丁目)
tel(825)5560

●すずきクリニック(泉北三丁目)
tel(838)6500

■１歳６か月児・３歳児健康診査
下表の地区割りを確認し、ご自

分の地区の日にどうぞ。母子手帳
別冊にある地区割りが一部変わっ
ていますので、ご注意ください。
また、都合が悪く、他の地域の日
に受けたい場合は保健予防課へご
相談ください。tel(883)1172
１歳６か月児健康診査 当日は母

子健康手帳と別冊、バスタオルを
お持ちください。まだ受けていな
いかたも、２歳未満だと受診でき
ますので、保健予防課へご連絡を。
３歳児健康診査 当日は母子健
康手帳別冊の３歳児健康診査用ア
ンケートと尿検査セット(尿を容器
に採って)、母子健康手帳をお持ち
ください。まだ受けていないかた
も、４歳未満だと受診できますの
で、保健予防課へご連絡を。
●問い合わせ　市保健所保健予防
課tel(883)1172

２歳になった日から２歳２か月
になる前日までのお子さんが対象
の「２歳児歯科健診」と「妊婦歯
科健診」の委託医療機関に、下記
の医療機関が加わりました。
●もみの木デンタルクリニック
(飯島字堀川10)tel(838)1707

お子さんも一緒にどうぞ。会場
は、市保健センター。時間は午前
10時～11時30分。離乳食の進め方、
食品の調理法、試食など。無料。
初期離乳食教室(生後４～５か月)

４月20日(金)、定員25組

中期離乳食教室(生後６～８か月)
４月23日(月)、定員25組

後期離乳食教室(生後８～10か月)
４月25日(水)、定員25組

●申し込み　４月２日(月)から、市
保健所保健予防課tel(883)1175

会場は市保健センター。いずれ
も市保健所保健予防課へ電話予約
が必要です。tel(883)1174
■育児相談 保健師、歯科衛生士、
栄養士が応じます。４月24日(火)午
前10時～午後３時30分
■マタニティ＆ママ相談 35歳以
上の初妊産婦さんや20歳以下の妊
産婦さん、産後のお母さんなどの
相談に、助産師が応じます。４月
24日(火)午前10時～11時45分

★保育所開放 ０歳～５歳のお子
さんが対象です。時間は午前９時
45分～11時。直接各保育所へ。
泉・土崎 ４月10日(火)
岩見三内 ４月11日(水)
川尻・寺内・港北・保戸野 ４月17日(火)
戸島・牛島 ４月18日(水)
★青空保育 お子さんを遊ばせな
がら、お母さん同士で交流しませ

● 元気が大好き
育児コーナー

育 児
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(財)日本中毒センターの「中毒110番」は、
化学物質、医薬品、動植物の毒などによる
急性中毒に関する相談電話です。昨年９月
から、電話番号が変わりました。３月末ま
でに交付した母子健康手帳に記載されてい
る番号は、現在つながりませんのでご注意
ください。保健予防課tel(883)1174

「中毒110番」の電話番号が変わりました

通話・相談は無料
365日対応しています

母子健康手帳を確認してください

大阪・中毒110番(24時間)
tel072(727)2499

つくば・中毒110番(9：00～21：00)

tel029(852)9999
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パート勤務など、就労時間が短い
ため通常保育の入所要件を満たさな
い世帯のかたが利用できる「特定保
育(１日５時間までの短時間保育)」を、
公立保育所15か所で行っています。
ご希望のかたは、４月９日(月)から

13日(金)まで、下記の受付場所へお申
し込みください。入所開始は５月１
日(火)からとなります。
なお、特定保育を利用するかたは、

保育料の免除などを行う「すこやか
子育て支援事業」の対象になりませ
んのでご注意ください。

短時間保育を
ご利用ください

１日５時間まで。
すべての公立保育所で実施

対象世帯

保護者がパート就労や介護などの理
由により、日中お子さんを保育でき
ない世帯。ただし、１か月の就労時
間などが64時間以上であること

月～土曜日の午前７時から午後６時
までの間で、保護者が希望する時間
帯。ただし、１日５時間まで

保護者の所得税額に応じて算定した
通常保育料の11分の５。ただし、時
間帯により、給食などを利用する場
合は別途負担となります

児童家庭課(市役所福祉棟２階)
河辺市民センター福祉保健班
雄和市民センター福祉保健班

利用時間

保育料

申込場所

利用についての問い合わせ

児童家庭課保育担当
tel(866)2094

申し込みは４月９日(月) 13日(金)

お子さんを感染症から守るために

お子さんの予防接種は、生後
３か月から始まります。接種対
象年齢になったら、忘れずに受
けましょう。
予防接種の種類、接種時の注

意点など、詳しくは母子健康手
帳別冊、または市保健所ホーム
ページでご確認ください。

●三種混合など、複数回の接種を受けるものは、決められた接
種間隔があります。予防接種の計画を立てるときは、接種間
隔に気をつけましょう
●昨年度から、麻しん・風しんの「第２期」が定期予防接種の
対象になりました。来年４月に小学校に入学するお子さんは、
忘れずに受けましょう
●日本脳炎は、現在接種をお勧めしていませんが、海外の日本
脳炎流行地域に渡航するときなど、接種対象年齢のお子さん
で希望する場合は、無料で接種を受けることができます

■無料で実施している予防接種の種類と対象年齢

市保健所健康管理課tel(883)1179問い合わせ

http://www.city.akita.akita.jp/city/hl/hm/

▼
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西部体育館のさわやか健康体操教室　
時間は午前９時30分～10時30分。受
講料１回630円。先着各20人。
チューブで筋力増進 ４月４日(水)、
６月13日(水) 柔軟ストレッチ ４月
25日(水)、６月27日(水)
脳スッキリ活性化体操 ５月９日(水)
足を鍛える筋力運動 ５月23日(水)
●申し込み　４月３日(火)午前10時か
ら西部体育館tel(828)1180
県スポーツ科学センター　元気アッ
プ円熟塾(高齢者向け)、シェイプアッ
プ教室、スポーツ入門(卓球、ソフト
バレー、バドミントン)、親子ふれあ
い運動教室、八橋ウオークなど。参
加費１回140円（八橋ウオークは無
料）。詳しくはお問い合わせください。
●問い合わせ　県スポーツ科学セン
ター(旧スポーツ会館)tel(864)7911

申し込みは、いずれもクアドーム
ザ・ブーンへ。tel(827)2301
水中歩行教室 日時／４月４日(水)・
11日(水)、午前10時～午後１時　料
金／2,600円(入館料・昼食代・受講
料。２回受講は5,000円。秋田駅から
バス送迎有) 定員／先着各20人
健康講座　アクアビクス、ストレッ
チ、水泳などを自由に受講できます。
受講日は４月の火・水・金曜日。全日
程受講可能なフリーコースが2,100
円、１日コースが1,050円(いずれも
入館料別)

会場は市保健センター。いずれも電
話で予約が必要です。
成人歯科相談 歯科衛生士が、むし
歯や歯周病など、歯の健康の相談に
応じます。日時／４月24日(火)午前９
時30分～正午　申し込み／保健予防
課tel(883)1174
食生活相談 肥満、高血圧、糖尿病
のかたの食事について、栄養士が相

談に応じます。日時／４月26日(木)午
前10時～午後２時30分　申し込み／
保健予防課tel(883)1175

日時／４月８日(日)から10月までの毎
週日曜日、午前６時30分～６時45分
会場／千秋公園売店前広場
●問い合わせ　秋田県走友会の今野
久夫さんtel(831)0169

在宅で介護の必要なかたとその介護
者が対象です。季節を楽しんで、１
日リラックスしませんか。参加費は
①～③が2,000円、④が2,500円。定
員各12組(１組につき２回まで参加
可)。申し込み多数の場合は抽選。
①５月２日(水)＝菜の花ロードと八郎
潟ハイツ　②６月19日(火)＝十文字さ
くらんぼ狩り　③９月６日(木)＝大森
山動物園と河辺のプラザクリプトン
④12月12日(水)＝クリスマス会
●申し込み　４月20日(金)まで、市社
会福祉協議会tel(862)7445(電話で受
け付け)

健康

サンデーラジオ体操
たいそう

● あなたのとなりに
元気な笑顔

健 康

●平成18年度中に65歳になられたかたは、４月・６
月・８月・10月から年金天引きに変わる場合があり
ます。変更になる場合は、通知書でお知らせします
●災害などで保険料の減免を希望されるかたは、納期限
の７日前までに申請してください(年金天引きの場合
は当該月の19日まで)

●所得段階が第４段階のかたで、市民税または所得税の
申告をされていない18歳から60歳のご家族がいる場合、
申告書の提出により、第２段階または第３段階となる
場合があります
●保険料の納付は、便利な口座振替でどうぞ

介護・高齢福祉課
tel(866)2069

問い合わせ

４月上旬に、平成19年度分の介護
保険料納入通知書(仮算定分)をお送
りします。
通知書に書いてある保険料額は、

前年の課税状況などをもとに、仮算
定したものです。今年度の課税状況
に基づいて算定する保険料額(本算定
分)は、８月ころにお知らせします。

ザ・ブーンの健康
けんこう

講
こう

座
ざ

遊
あそ

びリテーション・くらぶ

市
し

保
ほ

健所
けんじょ

の健康相談
けんこうそうだん

健康
けんこう

教
きょう

室
しつ

へどうぞ

●平成19年度の介護保険料

介
護
保
険
料
の

納
入
通
知
書
を

お
送
り
し
ま
す
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▲

▲

▲
▲

▲
▲

■金融機関の窓口や口座振替で納めているかた

口座振替…納入通知書(仮算定)をお送りします

■年金から天引きされているかた
…納入通知書(仮算定)はお送りしません。４月に天
引きされる保険料額は、前回(２月)と同額です

※６月から年金天引きに切りかわるかたは、５月まで

の納付書と、年金天引きのお知らせをお送りします

窓口…納入通知書(仮算定)と４月～７月分の納付書
をお送りします



エフエム秋田 秋田市マンデー555
ABSラジオ 秋田市今週のいちネタ

毎週月　午後 ５ 時55分～

毎週火　午前10時30分～
ラジオ

］●４月８日は県議選・４月22日は市議選●太平山リゾート公園オープン！

エフエム椿台 午後スタ 毎週水　午後 ２時00分～

※※エエフフエエムム秋秋田田でで月月～～金金ののおお昼昼にに放放送送ししてていいたた「「ふふれれああいい情情報報」」はは３３月月でで終終了了ししままししたた。。

●「広報あきた」から

４/４(水) ４/10(火)

●新年度の事業紹介
●日本の歴史公園100選に
選定「高清水公園」
●子ども未来センターに遊
びにきてね！

４/11(水) ４/17(火)

金　午前11時20分～
土①午前11時40分～
②午後 3時55分～

日 午前11時55分～

水 午後10時54分～　

テレビ
ガイド

●観桜会・つつじ見会情報
●秋田わか杉国体
炬火リレー参加者募集
●川尻地区コミセン・川尻
児童センターオープン！

15
分 ●４/29(日)７：30～ ABSおはよう秋田市長です「連休到来！春の行楽情報」

AAB  おはよう秋田市から

ABS こんにちは秋田市から

５
分
間
テ
レ
ビ
番
組 AKT  こんばんは秋田市から詳しい放送日程は

広報課へどうぞ
te l (866)2034

秋田市の情報をお伝えする市政テレビ番組、ABS
「こんにちは秋田市から」の放送日・放送時間が、４
月から下記のとおり変わります。週末の放送が増え、
いっそう見やすくなりました。ぜひご覧ください。

週末の放送が増えました！

月～木　午前10時30分～

４月20日(金) 午後３時～４時

アメリカ美術を代表する画家、ベン・シャーン。その作
品は、迫害や差別、貧困などの社会問題をテーマに制作
され、独特の描線が世界中のグラフィック・アーティス
トに影響を与えています。千秋美術館では、「丸沼芸術
の森(埼玉県)」所蔵の作品約200点を紹介する特別展を４
月21日(土)から開催。その前日に行う内覧会に、30組60
人のかたを無料招待します。応募多数の場合は抽選。

往復はがきに、住所、氏名(１通で２人まで)、年齢
を書いて、４月10日(火)まで、〒010-0001中通二丁
目３-８千秋美術館「ベン・シャーン展」内覧会係
tel(836)7860

申
し
込
み

千秋美術館
無料
内覧会

展覧会日程 ４月21日(土) ６月10日(日)
一般700円 高・大学生500円 中学生以下無料　
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▲

▲

▲

セリオンで活動してくださるボ
ランティアを募集します。あなた
の手で、港ににぎわいを作りませ
んか？　年齢・性別は問いませ
ん。交通費・昼食は支給します。

●土崎の歴史、港の概要、秋田の
歴史などを説明してくれるかた
●観光客や子どもたちに「秋田の
昔っこ」を語ってくれるかた
●セリオンで行うイベントのお手
伝いをしてくれるかた

申し込み
秋 田 県 貿 易
(株)tel(845)8832

募集するボランティア

※勉強会を行いますので、経験の
ないかたもぜひご応募ください。

セ
リ
オ
ン
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

～線に宿る魂～
ベン・シャーン展

丸沼芸術の森所蔵

内覧会に30組60人をご招待！

年齢やジャンルは問いませんが、４月25日(水)午後７
時にアルヴェで行う打ち合わせに出席できるかた

〒010-8506 秋田市東通仲町４-１秋田市民交流プラザ
管理室 tel(887)5310 ファクス(887)5311
Ｅメールro-urky@city.akita.akita.jp

対
象

出演希望者は、①バンド名②代表者氏名・住所・電話
番号(ファクスとＥメールも)③使用したい機材(楽器や
マイクなど)④出演可能時間帯を書いて、演奏曲(２曲)
を録音したカセットテープ、ＣＤ、ＭＤのいずれかと
一緒に、４月16日(月)(必着)まで、下記へ郵送してくだ
さい

応
募
方
法

申
し
込
み

アルヴェきらめき広場

出演者
募集

★★
★

30日(月)午後１時～４時30分
４月29日(日)午後２時～６時



森林学習館

森林学習館tel(827)2111

温泉のある宿泊施設

一般300円　小学生150円

テニスコート

太平山リゾート公園総合案内所
tel(827)2270

全７面
(ナイター４面)

※ナイターは１時間につき550円を加算

オートキャンプ場

太平山リゾート公園
総合案内所tel(827)2270

１棟510円

一般3,050円小学生2,300円

一般200円 高校生以下100円４コース、32ホール。
クラブ、ボールは無料貸出！

一般300円
小・中・高校生150円 幼児無料

申
し
込
み

クラブハウス(休憩所)内の受付で当日お申し込みくだ
さい。100人を超える大会は、日程調整が必要ですの
で、早めにグラウンド・ゴルフ場へご連絡ください。
貸し切りは160人以上で、前々月の末日までに申し込
みが必要です(土・日、祝日の貸し切りは不可)。グラ
ウンド・ゴルフ場tel(827)2688

利用料金

利用料金
(１面１時間)

入浴

宿泊

宿泊料金

申し込み

申し込み

申し込み

バンガロー

日帰り1,030円
宿泊2,060円

１区画の利用料金

グラウンド・
ゴルフ場

午前10時～
添川字飛鳥田の河川敷公園

元気なさけの稚魚７万匹をみんなで放そう。
旭川から大海原へ旅立ち、４年後に大きくなっ
て帰ってきます。当日は、チューリップの移植
も行います。花いっぱいの秋田にしよう！

（社）秋田青年会議所tel(824)7070

＊小雨決行。大雨のときは翌日に順延

ささけけのの稚稚魚魚をを
放放流流ししよようう！！

問い合わせ

長長くくつつととババケケツツ、、
シシャャベベルルをを忘忘れれずずににネネ！！

４月７日(土)

太平山リゾート公園
オープン！

�

●●営業中●●

●●４月15日(日)から営業開始！●●

●●通年営業●●

●●営業中●●

広報あきた ４月１日号21

休館日が、原則、毎月第１・第３木曜日に
変わります。なお、４月は施設メンテナンス
があるため、４月５日(木)と、16日(月)～27日
(金)が休館日となります。

プールの営業時間が、午前10時～午後７
時となり、終了時間が１時間早まります。浴
場とサウナは、午後８時まで利用できます。

クアドーム ザ・ブーンtel(827)2301問い合わせ

営業時間と休館日が変わります

休館日が毎月第１・第３木曜日に

プールは午前10時から午後７時まで
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日時／５月19日(土)から来年３月ま
での毎週土曜日、午後１時30分～
３時　会場／県生涯学習センター
受講料／10,000円(年会費)
●申し込み　はがきに住所、氏名、
電話番号を書いて、〒010-0877秋
田市千秋矢留町10-44 あきたユネ
スコ協会　佐藤ミホ子さん

tel(833)8328

良いマンションの選び方など。申し
込みは、４月17日(火)まで、秋田県
マンション管理士会tel(868)1383
対象／マンション購入予定者など
日時／４月21日(土)午後２時～４時
会場／サンパル秋田　受講料／無料　

講師は、観世流能楽師の五木田三郎
(ごきた・さぶろう)さん。直接会場
へ。詳しくは、あきた能楽さんぽの
会の奈良さんtel(873)2380
日時／４月16日(月)午前10時～11時
45分　会場／民俗芸能伝承館
受講料／3,000円(テキスト代含む)

資格取得のための講習会です。
日時／５月13日(日)午前９時～午後
５時30分　会場／秋田マリーナ(飯
島字堀川) 受講料／23,750円(受験
料含む) 定員／40人
●申し込み　秋田マリーナにある申
し込み書で、４月20日(金)まで、秋
田マリーナtel(847)1851

出張ふれあい福祉相談 電話や面接
で心配事などの相談に応じます。時
間は午前10時～午後３時。問い合
わせは市社福協へ。tel(862)7445

４月11日(水)＝河辺総合福祉交流セ
ンターで。相談電話tel(881)1205
４月25日(水)＝雄和ふれあいプラザ
で。相談電話tel(886)5071
ふれあい無料法律相談 法律、相続
などの相談に虻川高範弁護士が応じ
ます。４月16日(月)午前10時～正午、
市老人福祉センターで。先着6人。
申し込みは４月６日(金)午前10時か
ら市社協ふれあい福祉相談センター

tel(863)6006(電話でのみ受付)
障害児者の総合相談会 在宅生活や
就職の相談に応じます。直接会場へ。
４月15日(日)午後１時30分～４時、
遊学舎で。詳しくは、指定相談支援
事業所クローバーtel(846)5328

国家資格「建設機械施工技士」を取
るための試験です。受験資格、試験
会場など詳しくはお問い合わせを。
学科試験日／６月17日(日)
受験料／各級10,100円　　　
●申し込み　４月13日(金)まで日本
建設機械化協会tel03(3433)6141

上北手に新しく建てられた「県営南
ヶ丘住宅」の入居者を募集します。
募集戸数は20戸(３LDKタイプと
2LDKタイプ)。車いす優先住宅もあ
ります。入居資格など、詳しくはお
問い合わせください。
●申し込み　４月16日(月)から27日
(金)まで県建築住宅課tel(862)1211

４月15日(日)午前６時に市役所駐車
場に集合。参加費500円。
●申し込み　秋田清掃登山連絡協議
会の大山さんtel090-6628-4162

歴史作家の土居輝雄さんの案内で、
手形の社寺巡り。４月21日(土)午前
10時、秋田大学正門前に集合。詳

しくは土居輝雄さんtel(832)8708

雄和の高尾山を散策します。
日時／４月30日(月)午前９時30分～
正午　集合場所／高尾山山頂駐車場
参加費／300円(保険料含む)
●申し込み　雄和自然観察協会の工
藤さんtel(887)2909

秋田市竿燈会の会員が実演します。
竿燈の体験もできます。詳しくは、
民俗芸能伝承館tel(866)7091
日時／４月１日(日)から10月28日(日)
までの土・日、祝日、午後１時～１
時40分　会場／民俗芸能伝承館
入館料／100円(中学生以下無料)

会場は県社会福祉会館２階。時間は
午後２時～４時。無料。直接会場へ。
４月７日(土)＝赤いハンカチ(石原

裕次郎、浅丘ルリ子主演) ４月
21日(土)＝宮本武蔵～般若坂の決斗
(中村錦之助主演) ５月12日
(土)＝高校三年生(舟木一夫、姿美千
子主演) ５月26日(土)＝宮本武蔵
～二刀流開眼(中村錦之助主演)
●問い合わせ　秋田県社会福祉会館
管理課tel(864)2700

生物学者のレイチェル・カーソン生
誕100年記念行事。講演「なぜ必要
なの？ 幼児期の自然体験」と映画
「センス・オブ・ワンダー」。無料。
直接会場へ。託児あり(要申込)。
日時／４月15日(日)午後２時～　
会場／遊学舎　定員／200人
●問い合わせ　NPO法人あきた海
辺の自然学校tel(839)4343

催し物

母
はは

と子
こ

のセンス・オブ・ワンダー

救命講習会

自動体外式除細動器(AED)
を使った救命法を学びます。
受講無料。先着10人。

秋田南消防署tel(839)9551
申し込み

４月22日(日)
秋田南消防署

午前９時～正午
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ミニシアター

開村は11月末まで

▲

▲

▲

▲

４月１日から、御所野総合公園内の地蔵田遺跡「弥
生っこ村」が開村！　新しく、展望デッキがついた休
息所もできました。ぜひお越しください。

…竪穴住居や遺跡をご案内します。利用日時は、土・日曜日、祝日、
夏休み期間中の午前10時～午後４時。直接、現地でお申し込みくだ
さい。団体での利用は、文化振興室へどうぞ。tel(866)2246

「弥生っこ村ボランティアガイド」をご利用ください！

み
ん
な
の
情
報

案 内



講座

小学３年～中学３年生が対象です。
ソーラーウォーカーなどのアイデア
工作を通し、創造性や科学的な見方
を育てます。先着30人。また、も
のづくりをお手伝いする指導員も募
集しています(性別・年齢不問)。
日時／４月21日(土)から来年３月８
日(土)までの毎月第１・第３土曜日、
午後１時30分～３時30分　会場／
東部公民館　参加費／2,500円(保険
料含む。指導員は無料)
●申し込み　４月２日(月)から18日
(水)まで、東部公民館tel(834)2206

■シルバーカレッジ東部
対象／東部地区にお住まいの60歳
以上のかた　日時／５月９日(水)か
ら来年３月５日(水)まで月１回、午
前10時～正午　会場／東部公民館
定員／先着20人　申し込み／４月
４日(水)から、東部公民館シルバー
カレッジ東部担当tel(834)2206
■南星(なんせい)大学
対象／60歳以上のかた　日時／５
月９日(水)から来年３月まで月１回
(原則第２木曜日)、午前10時～正午
会場／南部公民館　申し込み／南部
公民館tel(832)2457
■花陽(かよう)クラブ
対象／雄和地域にお住まいのおおむ
ね65歳以上のかた　日時／５月29
日(火)から来年２月まで月１回程度、
午前10時～午後３時　会場／雄和
公民館　申し込み／４月25日(水)ま
で、雄和公民館tel(886)5585
■けやき大学・実用書道教室
対象／60歳以上のかた　日時／５
月９日(水)から８月22日(水)までの毎
月第２・第４水曜日、午前10時～

正午　会場／市老人福祉センター
受講料／無料　定員／30人(応募多
数の場合は抽選)
申し込み／４月10日(火)まで、市社
会福祉協議会tel(862)7445(平日の午
前10時～午後３時)

健康に関する講話や学級生同士の交
流会など。時間は午前10時～正午。
詳しくは南部公民館tel(832)2457
■南部女性セミナー ５月16日(水)
から来年３月まで月１回(原則第３
水曜日)、南部公民館で。
■ミセスセミナー大住 ５月21日
(月)から12月まで月１回(原則第３月
曜日)、大住地区コミセンで。

WindowsXPの基本操作。
対象／再就職をめざす女性で、パソ
コン初心者　日時／４月18日(水)・
19日(木)、午前10時30分～午後３時
30分　会場／サンパル秋田　
定員／８人(応募多数の場合は抽選)
受講料／1,200円(テキスト代含む)
●申し込み　往復はがきに、講座名、
住所、氏名、年齢、電話番号を書い
て、４月９日(月)まで、〒010-0921
大町二丁目３-27 女性学習センタ
ーtel(824)7764

「秋田藩町触控」や石井露月資料の
解読のほか、県立博物館、佐竹史料
館などを訪ねます。先着30人。
日時／４月10日(火)から来年３月ま
で月２回、午後１時30分～４時
会場／雄和公民館　受講料／無料
●申し込み　４月２日(月)から、雄
和図書館tel(886)2853

日時／４月10日(火)から６月19日(火)
まで、隔週の火曜日に６回、昼コー
スが午前10時30分～正午、夜コー

スが午後６時30分～８時　
会場／西部体育館　受講料／3,000
円(ほかに１回につき花代1,000円)
定員／先着各15人
●申し込み　４月３日(火)午前10時
から、西部体育館tel(828)1180

数種類の貝を使った料理。申し込み
は、秋田テルサtel(826)1800
日時／４月26日(木)午前10時～午後
１時　会場／秋田テルサ　
定員／24人　受講料／1,700円

山菜の見分け方や山菜採りのマナー
などを学びます。受講無料。
日時／４月21日(土)午前10時～11時
30分　会場／河辺戸島にある森林
技術センター　定員／先着50人　
●申し込み　4月２日(月)から、県農
林水産技術センターtel(882)4511

約35キロの手作りみそができます。
先着各16人。申し込みは河辺農産
加工組合の加藤さんtel(883)2711
日時／４月12日(木)・26日(木)、午前
９時～午後１時30分(午前８時50分
に河辺の岩見温泉集合)
参加費／12,000円(材料費、たる代、
昼食、温泉代など含む)

電話相談員をめざすかたの研修です
が、どなたでも参加できます。
日時／４月11日(水)から７月25日(水)
までに15回、午後６時30分～８時
会場／ジョイナス　
受講料／１回1,000円
●申し込み　秋田いのちの電話事務
局tel(823)0021(日曜日を除く、正午
～午後６時)

学生は除きます。定員15人。

Ａ
ｋｉ
ｔ
ａ
い
ろ
い
ろ

講座
少
しょう

年
ねん

少
しょう

女
じょ

発明
はつめい

クラブ

高齢者大学
こうれいしゃだいがく

の学生
がくせい

募
ぼ

集
しゅう

南
なん

部
ぶ

公民館
こうみんかん

の女性学
じょせいがっ

級
きゅう

再
さい

就職準
しゅうしょくじゅん

備
び

IT講
こう

習
しゅう

生
い

け花
ばな

教
きょう

室
しつ

古
こ

文書解読講
もんじょかいどくこう

座
ざ

テルサの料
りょう

理
り

教
きょう

室
しつ

森
もり

の恵
めぐ

み「山菜
さんさい

」を学
まな

ぼう

みそ造
づく

り体験
たいけん

教
きょう

室
しつ

「いのちの電
でん

話
わ

」公開講
こうかいこう

座
ざ

ユネスコ英会
えいかい

話
わ

教
きょう

室
しつ

広報あきた ４月１日号23

青空をまるごと背負うランドセル　ヒサト



広報あきた 編集発行■秋田市役所広報課 〒010-8560 秋田市山王一丁目１ー１ t e l 018(866)2034 秋田市ホームページ ■ http://www.city.akita.akita.jp/
■広報あきたがご自宅に届かないときは、広報課にご連絡ください ■この冊子は、単価１部14.2275円です

「平和の日」秋田の集い
３月３日、文化会館大ホールで、
著名文学者など８人が、平和に関
するリレートークを行いました。

カメラ

新井満さん、加藤登紀子さん

浅田次郎さん、俵万智さん

井上ひさしさん、斉藤とも子さん

立松和平さん(左)、西木正明さん

新井満さん、加藤登紀子さんが「千の風になって」を披露
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